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六
月
二
十
七
日
�
〜
三
十
日
�

《
各
講
座
午
後
一
時
半
〜
三
時
半（
全
四
回
）》

▼
暑
中
見
舞
い
作
成
…
六
月
六
日
�
〜
九
日
�

▼
ワ
ー
ド
入
門
…
六
月
十
三
日
�
〜
十
六
日
�

▼
デ
ジ
カ
メ
入
門
…
六
月
二
十
日
�
、
二
十

一
日
�
、
二
十
二
日
�
、
二
十
四
日
�

▼
パ
ソ
コ
ン
入
門
…
六
月
二
十
七
日
�
〜
三

十
日
�

《
個
別
指
導
（
要
予
約
）》

▼
パ
ソ
コ
ン
何
で
も
相
談
室
…
一
回
二
時
間

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン（
本
町
三
丁
目
）

対
　
象

市
内
在
住
者（
高
齢
者
歓
迎
）

定
　
員

各
講
座
先
着
五
人

受
講
料

一
万
円（
別
途
教
材
費
と
し
て
千

円
程
度
必
要
）

※
個
別
指
導
は
、
六
千
円
（
一
回
）

問
合
せ

八
代
商
工
会
議
所
�
32
６
１
９
１

本
町
三
丁
目
商
店
街
振
興
組
合
�
32
２
６

９
７
、商
政
観
光
課
�
33
４
１
１
５

熊
本
県
は
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
い

れ
た
政
治
・
経
済
な
ど
の
知
識
や
社
会
参
画

手
法
な
ど
の
習
得
の
実
学
的
講
座
と
し
て
、

男
女
協
働
政
経
塾
を
行
い
ま
す
。

募
集
期
間

六
月
二
十
日
�
ま
で

と
こ
ろ

熊
本
市

対
　
象

県
内
在
住
の
十
八
歳
以
上
の
人
で
、

意
欲
を
も
っ
て
参
加
で
き
る
人
。
各
講
座

十
五
〜
三
十
人
程
度

参
加
費

二
千
円（
別
途
、
資
料
代
実
費
を

要
す
る
講
座
あ
り
）

※
託
児（
無
料
）は
原
則
と
し
て
二
歳
か
ら

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
こ
と
を
、

で
き
る
こ
と
か
ら
行
動
し
て
も
ら
え
る
人

申
込
・
問
合
せ

熊
本
県
青
少
年
育
成
県
民

会
議
�
０
９
６（
３
８
３
）１
１
１
１
内

線
７
４
０
９

と
　
き

六
月
九
日
�
、
十
六
日
�
、
二
十

三
日
�
午
前
十
時
〜
正
午

と
こ
ろ

フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ

対
　
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い

る
人
。
先
着
二
十
人

教
材
費

三
千
円（
三
回
分
）

※
受
付
時
に
徴
収
し
ま
す
。

申
込
み

六
月
二
日
�
午
前
九
時
か
ら
フ
レ

ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ
で
受
付
開
始
。

本
人
が
来
館
く
だ
さ
い
。

※
託
児
無
料（
満
二
歳
〜
就
学
前
六
歳
ま
で
）

受
付
時
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ

�
35
６
４
６
０

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
持
ち
込
み
が
で
き
ま

す
。

《
各
講
座
午
前
十
時
〜
正
午（
全
四
回
）》

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
…
六
月
六
日
�
〜
九

日
�

▼
エ
ク
セ
ル
入
門
…
六
月
十
三
日
�
〜
十
六

日
�

▼
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
入
門
…
六
月
二
十
日
�
、

二
十
一
日
�
、
二
十
二
日
�
、
二
十
四
日
�

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＆
電
子
メ
ー
ル
入
門
…
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広報やつしろ ２００５.６.１

市のホームページアドレス www.city.yatsushiro.kumamoto.jp 市のメールアドレス info@city.yatsushiro.kumamoto.jp

聴
室
�
33
４
１
０
１
�
32
２
６
６
５
へ

（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
申
込
用
紙
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）

�
熊
本
県
木
材
協
会
連
合
会
で
は
、
県
産

材
を
使
っ
て
木
造
住
宅
を
新
築
す
る
人
に
、

無
料
で
ス
ギ
柱
材
を
提
供
し
ま
す
。

提
供
す
る
木
材

県
産
ス
ギ
柱
材（
乾
燥
材
、

一
〇
・
五
㎝
角
ま
た
は
十
二
㎝
角
、
長
さ

三
ｍ
）
※
一
戸
当
た
り
九
十
本
を
上
限

募
集
期
間

▼
第
一
回
＝
五
月
三
十
日
�
〜

六
月
十
日
�
▼
第
二
回
＝
八
月
一
日
�
〜

十
二
日
�
▼
第
三
回
＝
十
月
三
日
�
〜
十

四
日
�
▼
第
四
回
＝
十
一
月
二
十
八
日
�

と
　
き

七
月
二
十
一
日
�
〜
二
十
三
日
�

（
二
泊
三
日
）

と
こ
ろ

二
見
自
然
の
森

対
　
象

市
内
養
護
学
校
お
よ
び
小
学
校

五
、
六
年
生
四
十
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

参
加
費

三
千
五
百
円

（
食
費
、
保
険
料
含
む
）

申
込
・
問
合
せ

六
月
一
日
�
か
ら
十
七
日

�
ま
で
に
生
涯
学
習
課
�
35
２
０
２
０
ま

た
は
、
各
校
区
公
民
館
へ

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
長
が
面
談
形
式
で
、

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
、
市

政
運
営
に
活
か
す
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

と
　
き

平
日
の
午
前
九
時
半
か
ら
午
後
九

時
の
間
で
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

面
談
時
間
は
一
組
三
十
分
以
内

※
市
長
の
都
合
で
日
程
変
更
の
場
合
あ
り
。

と
こ
ろ

八
代
市
役
所
助
役
応
接
室

対
　
象

市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
す

る
個
人
や
グ
ル
ー
プ（
五
〜
六
人
ま
で
）

申
込
・
問
合
せ

面
談
希
望
日
の
三
週
間
前

ま
で
に
各
公
民
館
・
出
張
所
に
備
え
付
け

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
〒
８
６
６
＝
８

６
０
１
八
代
市
役
所
企
画
調
整
課
広
報
広

〜
十
二
月
九
日
�

募
集
戸
数

百
三
十
戸（
年
間
）

申
込
・
問
合
せ

�
熊
本
県
木
材
協
会
連
合

会
�
０
９
６（
３
８
２
）７
９
１
９
�
０
９

６（
３
８
２
）７
８
９
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.infobears.ne.jp/km

okur
en/熊

本
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
で
は
、「
子

ど
も
は
み
ん
な
の
子
ど
も
、
地
域
社
会
の
宝

と
し
て
青
少
年
を
み
ん
な
で
守
り
育
て
る
」

と
い
う
運
動
に
賛
同
し
、
で
き
る
こ
と
か
ら

行
動
す
る「
み
ん
な
の
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ

ん
」
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
　
象

青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、

日

１日�

２日�

３日�

６日�

７日�

８日�

９日�

10日�

13日�

14日�

15日�

出　演

商政観光課

生涯学習課

保健センター

環 境 課

福 祉 課

図 書 館

農 政 課

介護保険課

環 境 課

保健センター

厚 生 会 館

第３セクターとして設立された、地域密着型
２４時間放送のラジオ局です。火災情報や災害
時の緊急情報も放送しています。

６月１日（水）～１５日（水）

毎週月曜日～金曜日の午前１０時から１０分間「エフエ

ムやつしろ（FMラジオ）」で放送しています。

※再放送は午後２時５０分からです。

就
学
前
の
児
童
の
み
。

申
込
・
問
合
せ

熊
本
県
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
�
０
９
６（
３
５
５
）１
１
８
７

http://w
w
w
.danjyo.pref.kum

am
oto.jp/

char/benkyou/51/index.htm

※
ま
ず
は
、
詳
し
い
案
内
書（
所
定
ハ
ガ
キ

付
）を
請
求
く
だ
さ
い
。

と
　
き

七
月
〜
十
二
月（
月
二
回
、
月
曜
日
）

午
前
十
時
〜
正
午
、
全
十
二
回

と
こ
ろ

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
教
養
文
化
室

定
　
員

二
十
人

受
講
料

三
千
円（
別
途
、
材
料
費
）

申
込
・
問
合
せ

六
月
一
日
�
か
ら
受
付
開

始
。
受
講
料
を
添
え
、
直
接
サ
ン
ラ
イ
フ

八
代
�
32
７
１
７
１
へ

※
電
話
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

市
で
は
、青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
指
し
、

「
さ
わ
や
か
ヤ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
」
を
開
催
し

ま
す
。

と
　
き

八
月
二
十
一
日
�

午
後
一
時
〜
四
時

と
こ
ろ

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

対
　
象

高
校
生
な
ど
の
音
楽
、
ダ
ン
ス
グ

ル
ー
プ
な
ど

申
込
・
問
合
せ

六
月
二
十
日
�
ま
で
に
八

代
市
立
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー（
人
権
啓

発
課
内
）
�
32
７
０
５
９
へ

テーマ

八代市企業融資制度

少年アウトドアスクール

やつしろ歯の祭典

環境月間

障害者在宅福祉サービス
（支援費サービス）

蔵書点検

いぐさ土づくり対策

介護保険制度

きれいなまちづくり協定

禁煙週間（禁煙教室）

岩代浩一プロデュース
「やつしろオモシロ音楽祭」

広報やつしろ ２００５.６.１

純
銀
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
を
し
ま
せ
ん
か

シ
ル
バ
ー
ア
ク
セ
サ
リ
ー

短
期
講
座

県
産
材
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

く
ま
も
と
木
の
住
ま
い
づ
く
り

推
進
事
業

お
し
ば
な
講
座

押
花
で
季
節
の
草
花
を
そ
の

ま
ま
生
か
し
ま
せ
ん
か

高
齢
者
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生

ポータルサイト『ごろっとやっちろ』ホームページアドレス www.gorotto.com メールアドレス garappa@gorotto.com

今回は、８月合併予定町村の施設見学も行い
ます。

と　き ６月３０日�午前９時～午後４時３０分
集合場所 やつしろハーモニーホール
※集合場所には自転車、公共交通機関または、
乗り合わせておこしください。
見学コース 石匠館（東陽村）→東陽交流センタ
ーせせらぎ（東陽村）→東部給食センター（昼
食）→鏡町文化センター（鏡町）→八代広域行
政事務組合→清掃センター
※貸切バスで移動します。
※飲み物は持参ください。
定　員 先着４０人
参加費 ５００円（昼食代含む）
※昼食は給食を試食します。

申込・問合せ ６月１日�から２０日�までに、
電話かファクスまたは八代市ホームページか
ら、郵便番号、住所、氏名、年齢、性別、電
話番号を明記し、企画調整課広報広聴室
�３３―４１０１�３２―２６６５へ
八代市ホームページアドレス
http://www.city.yatsushiro.kumamoto.jp/

子
ど
も
は
地
域
の
宝

「
み
ん
な
の
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
」
会
員

野
外
活
動
を
体
験
し
自
然
に
親
し
も
う

飛
び
出
せ
野
外
へ
！

少
年
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ク
ー
ル

申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

ま
ち
づ
く
り
市
長
談
話
室

平
成
十
七
年
度
、
十
六
講
座
開
講

「
男
女
協
働
政
経
塾
」
受
講
生

七
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
強
調
月
間

さ
わ
や
か
ヤ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
出
演
者



社
会
福
祉
法
人
東
陽
村
社
会
福
祉
協
議
会
及

び
社
会
福
祉
法
人
泉
村
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
平
成
十
七
年
八
月
一
日
社
会
福
祉
法
人

八
代
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
合
併
し
て
解
散

す
る
旨
を
、
理
事
会
並
び
に
評
議
員
会
に
お

い
て
議
決
し
ま
し
た
の
で
、
こ
の
合
併
に
異

議
の
あ
る
債
権
者
は
、
こ
の
公
告
掲
載
の
日

か
ら
二
カ
月
以
内
に
そ
の
旨
を
お
申
し
出
下

さ
い
。

平
成
十
七
年
五
月
三
十
一
日

熊
本
県
八
代
市
西
松
江
城
町
二
番
十
七
号

社
会
福
祉
法
人
八
代
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
　
中
島
　
隆
利

問
合
せ

八
代
市
社
会
福
祉
協
議
会

�
32
２
８
０
７

子
ど
も
の
発
達
が
気
に
な
る
人
、
傷
害
を

持
つ
お
子
さ
ん
な
ど
、
一
緒
に
楽
し
み
な
が

ら
友
だ
ち
の
輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き

六
月
二
十
四
日
�
、
七
月
二
十
二

日
�
午
前
十
時
〜
十
一
時
半

と
こ
ろ

八
代
市
北
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
し
ら
ぬ
い
保
育
園
内
）

内
　
容

サ
ー
キ
ッ
ト
あ
そ
び
、
リ
ズ
ム
あ

そ
び
、
ワ
ー
ク
あ
そ
び
な
ど

問
合
せ

八
代
市
北
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー（
し
ら
ぬ
い
保
育
園
内
）
�
34
１
０
５
６

と
　
き

▼
手
形
作
り
＝
六
月
十
四
日
�
、

▼
手
形
色
つ
け
＝
六
月
二
十
一
日
�
午
前

十
時
〜
十
一
時
半

と
こ
ろ

八
代
市
南
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

費
　
用
　
紙
粘
土
代
の
み

申
込
・
問
合
せ

八
代
市
南
部
子
育
て
支
援
　

セ
ン
タ
ー（
ひ
の
で
保
育
園
内
）
�
33
２
３
９
３

と
　
き

六
月
二
十
八
日
�

午
前
十
時
〜
十
一
時
半

と
こ
ろ

八
代
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

11

求
職
者
が
、
企
業
の
即
戦
力
と
し
て
就
職

す
る
た
め
の
知
識
を
習
得
す
る
も
の
で
す
。

と
き

六
月
十
三
日
�
か
ら
約
三
カ
月
程
度

と
こ
ろ

八
代
高
等
職
業
訓
練
校

内
　
容

パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・
表
計
算
三

級
程
度
）、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど

参
加
費

無
料

申
込
・
問
合
せ

八
代
市
雇
用
増
大
促
進
協

議
会
事
務
局（
企
業
港
湾
振
興
課
）
�
33

８
５
１
３

家
庭
教
育
支
援
総
合
推
進
事
業

と
　
き

▼
第
一
回
…
六
月
二
十
六
日
�
　
　

午
前
十
時
〜
正
午（
講
座
は
全
十
回
実
施
）

と
こ
ろ

八
千
把
公
民
館

対
　
象

子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
リ
ー
ダ
ー
や

ス
タ
ッ
フ
お
よ
び
子
育
て
支
援
に
関
心
の

あ
る
人
　
先
着
三
十
人

参
加
費

無
料（
託
児
あ
り
要
予
約
）

申
込
・
問
合
せ

八
代
地
域
家
庭
教
育
推
進

協
議
会
�
35
５
０
５
３

1

試
験

4

高
校
卒
業
程
度

一
次
試
験
日

九
月
四
日
�

受
験
資
格

昭
和
五
十
九
年
四
月
二
日（
税

務
区
分
＝
昭
和
六
十
年
四
月
二
日
）か
ら

昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

受
付
期
間

六
月
二
十
一
日
�
〜
二
十
八
日

�（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
・
問
合
せ

人
事
院
九
州
事
務
局
〒
８

１
２
＝
０
０
１
３
福
岡
県
福
岡
市
博
多
区

博
多
駅
東
二
―
一
一
―
一
�
０
９
２（
４

３
１
）７
７
３
３

受
験
資
格

中
学
校
卒
業
程
度
で
、
飲
食
店

ま
た
は
給
食
施
設
な
ど
で
二
年
以
上
調
理
　

の
実
務
経
験
の
あ
る
人

試
験
会
場

熊
本
県
立
大
学

願
書
受
付
期
間

六
月
六
日
�
〜
十
日
�

願
書
配
布
先

八
代
保
健
所
、
熊
本
県
健
康
　

づ
く
り
推
進
課
な
ど

願
書
提
出
先

熊
本
市
外
の
県
内
居
住
者
は

県
保
健
所
へ

問
合
せ

八
代
保
健
所
�
32
６
１
２
１
、
熊
　

本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課
�
０
９
６（
３
８
　

３
）
１
１
１
１
内
線
７
０
７
４
・
７
０
７
５

受
験
資
格

昭
和
六
十
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
六
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
。
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

受
付
期
間

六
月
二
十
一
日
�
〜
二
十
八

日
�（
消
印
有
効
）

第
一
次
試
験

九
月
四
日
�

申
込
・
問
合
せ

人
事
院
九
州
事
務
局
�
０

９
２（
４
３
１
）７
７
３
３
、
熊
本
国
税

局
人
事
第
二
課
�
０
９
６（
３
５
４
）６

１
７
１
、
八
代
税
務
署
総
務
課
�
32
３
１

４
１

試
験
日
　
八
月
二
日
�
午
前
十
時
半
〜
午
後

十
二
時
四
十
分

試
験
会
場

熊
本
県
立
熊
本
農
業
高
等
学
校

（
熊
本
市
）

試
験
種
類

一
般
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
、

農
業
用
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
、
特

定
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

願
書
請
求

熊
本
県
薬
務
課
ま
た
は
各
地
域

振
興
局
衛
生
環
境
課
で
配
布（
郵
送
請
求

の
場
合
は
百
二
十
円
分
の
切
手
を
同
封
）

願
書
受
付

六
月
一
日
�
〜
十
日
�
（
当
日

消
印
有
効
）

資
料
請
求
・
問
合
せ

〒
８
６
２
＝
８
５
７

０
熊
本
市
水
前
寺
六
丁
目
一
八
―
一
熊
本

県
薬
務
課
�
０
９
６（
３
８
３
）１
１
１
１

内
線
７
１
６
４

1

福
祉

5

社
会
福
祉
法
人
八
代
市
社
会
福
祉
協
議

会
、
社
会
福
祉
法
人
坂
本
村
社
会
福
祉
協
議

会
、
社
会
福
祉
法
人
千
丁
町
社
会
福
祉
協
議

会
、社
会
福
祉
法
人
鏡
町
社
会
福
祉
協
議
会
、

10広報やつしろは、古紙混合率１００パーセントの再生紙を使用しています。
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Ｏ
Ａ
事
務
科
六
月
生
コ
ー
ス

第
一
回
事
務
系
養
成
研
修

内
　
容

講
話
、
ベ
ビ
ー
タ
ッ
チ
ケ
ア
、
ふ

れ
あ
い
遊
び
な
ど

講
　
師

岩
崎
智
子
氏（
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス

ト
）、
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師

対
　
象

零
歳
児
の
親
子
や
妊
娠
中
の
人
な

ど
先
着
十
五
組

参
加
費

無
料

申
込
・
問
合
せ

八
代
市
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー（
高
田
東
部
保
育
園
内
）

�
31
７
４
６
８

熊
本
県
の
Ｃ
型
・
Ｂ
型
肝
炎
の
感
染
率

は
、
全
国
平
均
に
比
べ
て
高
く
、
肝
臓
病
は

身
近
な
病
気
で
す
。
肝
臓
病
に
つ
い
て
の
知

識
を
深
め
、
肝
臓
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

と
　
き

七
月
三
日
�
午
後
二
時
〜
四
時

と
こ
ろ

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

内
　
容

講
演
「
肝
臓
病
の
お
話
し
」、

肝
臓
病
専
門
医
に
よ
る
相
談
コ
ー
ナ
ー

問
合
せ

保
健
セ
ン
タ
ー
�
32
７
２
０
０

と
　
き

六
月
十
五
日
�
〜
七
月
二
十
九
日
�

と
こ
ろ

市
内
各
医
療
機
関（
広
報
や
つ
し

ろ
六
月
十
五
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

受
付
時
間

医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

対
　
象

▼
胃
が
ん
検
診
＝
四
十
歳
以
上
の

市
内
在
住
者
▼
乳
が
ん
検
診
＝
三
十
歳
以

上
の
市
内
在
住
者
▼
子
宮
が
ん
検
診
＝
二

十
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

※
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
そ

れ
ぞ
れ
二
十
歳
、
三
十
歳
、
四
十
歳
に
な
る

人
を
含
む
。

費
　
用

▼
胃
が
ん
検
診
＝
二
千
七
百
円
▼

乳
が
ん
検
診
＝
九
百
円
▼
子
宮
が
ん（
頸

部
）検
診
＝
五
百
円
▼
子
宮
が
ん（
頚
部

体
部
）検
診
＝
二
千
三
百
円

※
老
人
医
療
受
給
者
証
、
老
人
保
健
事
業
用

市
民
税
非
課
税
世
帯
証
明
書
、
保
護
証
明
書

を
持
参
し
た
人
は
無
料
で
す
。

※
送
付
さ
れ
た
受
診
券
は
、
必
ず
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

保
健
セ
ン
タ
ー
�
32
７
２
０
０

知
的
障
害
を
持
つ
人
や
そ
の
家
族
、
ま
た

は
関
係
者
な
ど
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要

に
よ
っ
て
は
、
医
学
的
、
心
理
学
的
判
定
を

行
い
、
助
言
や
指
導
を
行
い
ま
す
。

※
今
回
の
巡
回
相
談
は
、
知
的
障
害
児
の
人

は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

と
　
き

六
月
二
十
九
日
�

と
こ
ろ

八
代
市
役
所
五
階
会
議
室
　
　
　
　

相
談
内
容

日
常
生
活
、
医
療
（
精
神
不
安

定
、
異
常
行
動
な
ど
）、
年
金
、
就
労
、

施
設
入
所
、
療
育
手
帳
申
請
な
ど

締
　
切

六
月
十
日
�

問
合
せ

福
祉
課
�
35
０
２
９
４

平
成
十
七
年
度

毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

育
児
講
座
「
す
く
す
く
赤
ち
ゃ
ん
２
」

赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
と
発
達
＆

ベ
ビ
ー
タ
ッ
チ
ケ
ア

面
接
の
時
間
帯
は
、
決
定
後
通
知
し
ま
す

知
的
障
害
者
巡
回
相
談

赤
ち
ゃ
ん
ス
マ
イ
ル
ひ
ろ
ば

育
児
講
座「
赤
ち
ゃ
ん
の
手
形
作
り
」

参
加
費
は
無
料
で
す

ワ
イ
ワ
イ
ひ
だ
ま
り
広
場

市では、自主財源の確保と地域経済の振興を図ることを目的に、
市ホームページに掲載するバナー広告を募集しています。
ホームページをお持ちの企業・事業所・自営業などを営む皆さ

ん、月に約３万件ものアクセスがある八代市ホームページに広告
を掲載してみませんか。

市民生活に関連するもので、次のいずれにも該当し
ないもの
◆広告媒体としての公共性、中立性および品位を損なう恐れの
あるもの
◆政治性若しくは宗教性の恐れのあるもの、もしくは意見広告
または個人の宣伝に係るもの
◆公の秩序または善良の風俗に反する恐れのあるもの
◆そのほか、掲載することが適当でないと市長が認めるもの

６月１日�から
縦５０ピクセル×横１４６ピクセルで、画像はGIF

形式、容量は１０キロバイト以内（画像は作製してください。）
１枠につき月額１５,０００円（最大１２カ月継続可能）

市ホームページに掲載されている「八代市ホー
ムページ有料広告掲載申込書」に必要事項を明記し、持参また
はファクス、Eメールで、八代市役所企画調整課 広報広聴室�
3 3 ― 4 1 0 1 、 � 3 2 ― 2 6 6 5 、 E メ ー ル ア ド レ ス
info@city.yatsushiro.kumamoto.jpまで提出ください。

高
校
卒
業
程
度

国
家
公
務
員
採
用
�
種

試
験
日
は
八
月
十
六
日
�

平
成
十
七
年
度
熊
本
県
調
理
師
試
験

家
庭
教
育
支
援
総
合
推
進
事
業

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

高
校
卒
業
程
度

税
務
職
員（
税
務
大
学
校
生
）

県
よ
り
認
可
さ
れ
ま
し
た

社
会
福
祉
法
人
合
併
公
告

日
本
肝
臓
学
会
熊
本
県
支
部

肝
臓
病
に
つ
い
て
の
市
民
公
開
講
座

日
程
が
早
く
な
り
ま
す

胃
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
、
子
宮

が
ん
検
診（
医
療
機
関
で
の
検
診
）

人口と世帯

人　口 105,337

男 49,381 （＋ 98）

女 55,956 （＋ 85）

世帯数 39,120 （＋ 192）

平成１7年4月末現在（前月末比）

（＋ 183）

自治体初！地域ポータル＆ソーシャルネットワーキングサイト『ごろっとやっちろ』ホームページアドレス www.gorotto.com メールアドレス garappa@gorotto.com



昨
年
、
県
内
で
の
食
中
毒
発
生
件
数
は
六

件
あ
り
、
患
者
数
は
五
百
七
人
で
し
た
。
腸

管
出
血
性
大
腸
菌
等
関
係
で
は
、
集
団
的
な

食
中
毒
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
県

内
で
は
八
十
七
人
が
感
染
し
て
い
ま
す
。

食
品
営
業
者
は
も
と
よ
り
、
一
般
家
庭
で

も
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

《
家
庭
で
の
食
中
毒
対
策
》

①
手
指
は
洗
剤
・
流
水
で
よ
く
洗
う
。

②
調
理
器
具
は
よ
く
洗
浄
し
、
熱
湯
や
殺
菌

剤
な
ど
で
消
毒
し
、
よ
く
乾
燥
さ
せ
る
。

③
生
鮮
食
品
購
入
後
は
、
早
め
に
食
べ
る
。

④
調
理
後
の
食
品
は
、
早
め
に
食
べ
る
。

⑤
加
熱
食
品
は
、
食
前
に
火
を
よ
く
通
す
。

⑥
弁
当
は
、
新
鮮
な
材
料
で
作
り
、
涼
し
い

場
所
に
置
き
、
早
く
食
べ
る
。

⑦
折
詰
弁
当
は
、
食
べ
る
ま
で
の
保
管
に
十

分
気
を
つ
け
る
。

⑧
フ
グ
の
素
人
調
理
は
絶
対
に
し
な
い
。

⑨
暴
飲
暴
食
を
し
な
い
。

⑩
十
分
休
養
を
と
る
。

⑪
調
理
場
は
、
整
理
整
頓
し
、
常
に
清
潔
に

し
て
お
く
。

※
病
気
は
早
期
発
見
・
治
療
が
重
要
で
す
。

体
調
に
不
調
を
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
医
療
機

関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
�
32
７
２
０
０

超
音
波
検
診
を
受
診
し
た
人
を
対
象
に
、

検
診
結
果
の
見
方
や
所
見
の
説
明
、
栄
養
指

導
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
乳
房
超
音
波

検
診
を
受
診
し
た
人
は
、
乳
が
ん
の
自
己
診

断
法
の
説
明
も
行
い
ま
す
。

結
果
は
、
説
明
会
時
に
配
布
し
ま
す
。
参

加
で
き
な
か
っ
た
人
に
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

か
ら
郵
送
し
ま
す
。

※
検
診
を
受
け
た
会
場
以
外
で
は
、
結
果
を

お
渡
し
で
き
ま
せ
ん
。

説
明
会
実
施
日

▼
植
柳
公
民
館
で
受
診
し

た
人
＝
六
月
二
十
日
�
午
後
一
時
十
五
分

〜
＝
植
柳
公
民
館

▼
総
合
体
育
館
で
受
診
し
た
人
＝
六
月
二

十
一
日
�
午
後
一
時
十
五
分
〜
＝
市
民
プ

ー
ル
集
会
所

▼
太
田
郷
イ
草
集
荷
場
で
受
診
し
た
人
＝

六
月
二
十
七
日
�
午
後
一
時
十
五
分
〜
＝

太
田
郷
公
民
館

▼
金
剛
公
民
館
で
受
診
し
た
人
＝
六
月
二

十
八
日
�
午
後
一
時
十
五
分
〜
＝
金
剛
公

民
館（
三
江
湖
含
む
）

▼
南
部
市
民
セ
ン
タ
ー
で
受
診
し
た
人
＝

六
月
三
十
日
�
午
前
九
時
十
五
分
〜
＝
南

部
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
二
見
公
民
館
で
受
診
し
た
人
＝
六
月
三
十

日
�
午
後
一
時
十
五
分
〜
＝
二
見
公
民
館

問
合
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
�
32
７
２
０
０

検
診
日

六
月
二
十
五
日
�
〜
二
十
六
日
�

の
い
ず
れ
か
一
日（
午
前
六
時
半
〜
八
時

受
付
）

と
こ
ろ

八
代
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
　
象

十
八
〜
三
十
九
歳
（
昭
和
四
十
一

年
四
月
二
日
〜
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日

生
ま
れ
）
ま
で
で
、
検
診
を
受
け
る
機
会

の
な
い
市
民
。
先
着
二
百
人

※
学
生
は
除
く
。

個
人
負
担
金

▼
基
本
健
診
＝
二
千
円
▼
骨

13 12火災などについての情報は「エフエムやつしろ」の放送でもお知らせしています。
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市のホームページアドレス www.city.yatsushiro.kumamoto.jp 市のメールアドレス info@city.yatsushiro.kumamoto.jp

百人一首といえば、上の句を聞いて、下
の句が書かれた札を取るカルタ遊びが盛ん
ですが、和歌や書道のお手本としても親し
まれてきました。
現在、展示している写真の作品は、百人

一首第一首の「秋の田の・・・」から、第
百首「百敷や・・・」までの百首を一首ず
つ記した横に、それぞれ歌人の絵姿を描い
たもので、歌・絵あわせて２００枚の色紙
からなります。
歌の部分は、江戸時代前期（１７世紀中

ごろ）に京都に住んだ公家たち５０人が二
首ずつを書き、絵は当時京都御所の襖絵な
どの制作で活躍した狩野派の絵師４人が２
５図ずつを描いています。書の部分は、一
首ずつ異なる書体で書かれ、絵の部分は、
衣裳の細かい文様まで繊細に描かれていま
す。まさに、和歌の心を、書と絵の両面か
ら味わい楽しむことのできる佳品です。
写真は、第九首小野小町の「花の色は移

りにけりな、いたずらに、わか身世にふる、
ながめせし間に」で、平安時代の絶世の美
女と伝えられる小町が、だんだん衰えてい
く自分の美しさを嘆いた歌です。人生の機
微を情感豊かに詠

うた

いあげた百人一首を、こ
の機会にぜひ見直してみてください。

百人一首画帖
ひゃくにんいっしゅがじょう

より
第九首　小野小町

折本装・寛文１０年（１６７０）
江戸時代前期
作者　狩野安信・時信・益信・常信
松井文庫所蔵

会場　第２常設展示室

生
活
習
慣
病
予
防
健
診

ヤ
ン
グ
健
康
診
査

腹
部
・
乳
房

超
音
波
検
診
結
果
説
明
会

家
庭
で
の
食
中
毒
対
策

食
中
毒
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

丸田病院 35-3100

ありの内科呼吸器科 32-5941

宮村医院 32-2414

前田医院 32-3845

福富内科胃腸科医院 33-2913

岡外科胃腸科医院 39-0059

和田小児科医院 32-2755

中村内科医院 33-8885

増田胃腸科内科医院 32-3811

浜田呼吸器科内科クリニック 31-7622

泉内科医院 35-6780

鬼塚外科胃腸科医院 33-2381

小沢内科医院 35-5382

たまり小児科 35-2141

太田こどもクリニック 30-8380

中川外科医院 33-3300

むらたクリニック 34-1872

岡村医院 39-5665

山内小児科医院 33-3392

木屋内科胃腸科 32-7057

岡川病院 32-7158

尾上小児科医院 35-2888

春野医院 35-6111

久野内科医院 32-3408

うえの胃腸科内科 33-1131

本田内科医院 33-5508

古閑医院 32-2318

片岡レディスクリニック 32-2344

本田医院 32-3410

浜口内科医院 32-5848

開病院 32-4990

たかの呼吸器科内科クリニック 32-2720

八代中央クリニック 32-8008

大平小児科医院 31-7200

久原内科消化器科クリニック 32-2218

橋本医院 32-4155

くわはら小児科 32-5000

久原外科胃腸科医院 35-1161

ちりふ内科 32-6000

田渕内科クリニック 33-6727

佐土原内科 35-9345

桑原医院 38-0302

福田クリニック・産婦人科内科 38-0068

大塚医院 38-0047

山元医院 38-0724

しおさき内科・胃腸科クリニック 38-1700

八代総合病院 32-7111

熊本労災病院 33-4151

日
本
脳
炎
個
別
予
防
接
種
（
定
期
）指
定
医
療
機
関

接種日を指定することがあります。必ず電話予
約のうえ、受診ください。

ところ 下表参照

接種回数 初めて受けるときは、基礎免疫（初回接種は１

～４週間隔で２回、翌年に１回追加接種）をつ

けます。追加免疫は４～５年間隔で行います。

問合せ 八代市医師会�３４―８８５０

一括申込書で申し込んだ人には、受診券と問診
票などを実施検診日の２週間前までに郵送します。

《対　象》◆胃がん・腹部超音波検診＝４０歳以上
の市民（昭和４１年４月１日以前生まれの人）
◆乳房超音波検診＝３０歳以上の市民
（昭和５１年４月１日以前生まれの人）
《費　用》胃がん検診＝１,３００円、腹部超音波検
診＝２,５００円、乳房超音波検診＝５００円
《注　意》◆受診券を持参しない人は、検診が受
けられません。受診券を必ず持参してください。

◆受診日時を指定していますので、できるだけ指
定された日時に受けてください。都合が悪い人
は、都合の良い日時に受けてください。

◆検診前日の夕食は午後９時頃までに済ませ、そ
れ以降は飲食しないでください。当日は、朝食、
お茶、水、薬、タバコなど摂らないでください。

◆老人医療受給者証、高齢者医療受給者証、保護
証明書、老人保健事業用市民税非課税世帯証明
書を持参した人は、胃がん検診と乳房超音波検
診が無料です。

◆受診券左下の自己負担免除区分の番号に○印が
ついている場合は、証明書は必要ありません。
問合せ 保健センター　�３２―７２００

実施日

７日�・８日�

１３日�・１４日�
１５日�

１６日�・１７日�
２０日�・２１日�

２２日�・２３日�

検診会場

妙見神社

農事研修センター

八代市保健センター

八代市保健センター

校区

宮　地

麦　島

高　田

全校区

※受付時間は午前７時～１０時です。

粗
鬆
症
検
診
＝
千
七
百
円

内
　
容

▼
基
本
健
診
＝
問
診
、身
体
計
測
、

血
圧
測
定
、
心
電
図
検
査
、
血
液
検
査
、

尿
検
査
、
歯
科
健
診
▼
骨
粗
鬆
症
検
診
＝

腕（
と
う
骨
）二
重
Ｘ
線
撮
影
に
よ
る
骨

塩
定
量
検
査

申
込
・
問
合
せ

六
月
十
日
�
ま
で
に
電
話

で
保
健
セ
ン
タ
ー
�
32
７
２
０
０
へ

遺
跡
発
掘
調
査
を
行
う
発
掘
作
業
員
の
登

録
を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間

随
時
、
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

と
こ
ろ

文
化
課
二
階
大
会
議
室（
松
江
城

町
四
│
二
九
《
市
営
駐
車
場
横
》
）

そ
の
他

写
真
を
一
枚
持
参
く
だ
さ
い
。（
大

き
さ
四
cm
×
三
cm
程
度
）必
ず
、
本
人
が

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
登
録
し
た
全
員
が
採
用
さ
れ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ

文
化
課
�
35
２
０
２
１

い
ろ
い
ろ
な
理
由
で
学
校
に
登
校
で
き
な

い
児
童
・
生
徒
に
、
個
別
や
小
集
団
で
の
相

談
活
動
や
教
科
の
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を

行
い
な
が
ら
、
自
立
を
促
し
、
集
団
生
活
に

適
応
で
き
る
力
を
培
う
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

活
動
日

毎
週
月
〜
木
曜
日
午
前
十
時
〜
正
午

と
こ
ろ

く
ま
川
教
室（
八
幡
町
八
│
九
）

問
合
せ

く
ま
川
教
室
�
�
32
３
０
５
８

現
在
、
登
録
し
て
い
る
人
も
更
新
が
必
要
で
す

遺
跡
発
掘
作
業
員
登
録

八
代
市
適
応
指
導
教
室

く
ま
川
教
室
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広報やつしろ ２００５.６.１広報やつしろ ２００５.６.１

市役所からの情報を「FMやつしろ76.5MHz」で、毎週月曜日から金曜日の午前10時から10分間放送 14

★
図
書
館
講
座
（
無
料
）

▼
文
学
講
座
Ⅰ

「
歴
史
の
鼓
動
と
名
場
面

―
彩
る
名
言
・
詩
歌
―
」

と
　
き

六
月
一
日
�
午
前
十
時
半
〜

と
こ
ろ

八
代
市
立
図
書
館
二
階
大
集
会
室

講
　
師

水
野
義
一
氏

▼
八
代
の
歴
史
「
あ
る
お
城
付
の
明
治
維
新
」

と
　
き

六
月
八
日
�
午
前
十
時
半
〜

と
こ
ろ

八
代
市
立
図
書
館
二
階
大
集
会
室

講
　
師

名
和
康
長
氏

▼
文
学
講
座
Ⅱ

「
故
事
・
名
言
に
み
る
歴
史
物
語

―
世
界
編
Ⅲ
―
」

と
　
き

六
月
十
五
日
�
午
前
十
時
半
〜

と
こ
ろ

八
代
市
立
図
書
館
二
階
大
集
会
室

講
　
師

宮
本
雅
之
氏

★
お
楽
し
み
！
ビ
デ
オ
放
映
会
（
無
料
）

と
　
き

六
月
十
一
日
�
午
後
二
時
半
〜

と
こ
ろ

八
代
市
立
図
書
館
二
階
大
集
会
室

上
映
作
品
「
旅
に
出
た
マ
マ
」

（「
楽
し
い
ム
ー
ミ
ン
一
家
」よ
り
）

【
休
館
の
お
知
ら
せ
】

蔵
書
点
検
の
た
め
、
六
月
十
六
日
�
か
ら

三
十
日
�
ま
で
休
館
し
ま
す
。
休
館
中
の
本

の
返
却
は
、
玄
関
口
の
図
書
館
返
却
ポ
ス
ト

に
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
六
月
は
移
動
図
書
館
「
と
も
だ
ち

号
」
も
運
休
し
ま
す
。
た
だ
し
、
小
学
校
は

巡
回
し
ま
す
。

問
合
せ

八
代
市
立
図
書
館
�
32
３
３
８
５

☆
特
別
展
示
室

▼
江
上
龍
介
展V

er.2005

「
痕き
ず

」

六
月
二
日
�
〜
二
十
二
日
�

☆
第
一
常
設
展
示
室

▼
八
代
焼
Ⅰ
象
嵌
ぞ
う
が
ん

の
技
術六

月
十
九
日
�
ま
で

▼
古
文
書
を
読
む
Ⅰ

死
を
伝
え
る
こ
と
ば

七
月
三
十
一
日
�
ま
で

▼
肥
後
鐔つ

ば

鑑
賞
入
門

七
月
三
十
一
日
�
ま
で

▼
む
か
し
の
道
具

九
月
十
一
日
�
ま
で

▼
や
つ
し
ろ
遺
跡
め
ぐ
り

通
年

▼
和
紙
作
り
の
道
具

通
年

▼
米
作
り
の
農
具

通
年

☆
第
二
常
設
展
示
室（
松
井
文
庫
コ
ー
ナ
ー
）

▼
古
典
文
学
の
世
界
…
屏
風
や
絵
巻
、
硯
箱

な
ど

七
月
一
日
�
ま
で

観
覧
料

大
人
＝
三
百
円
、
高
大
生
＝
二
百
円

※
中
学
生
以
下
の
入
館
は
無
料
で
す
。

休
館
日
　
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

《
古
文
書
講
座
初
級
編
受
講
者
募
集
》

開
講
日

七
月
〜
九
月
第
二
・
四
水
曜
日

午
後
二
時
〜
三
時
半
（
全
六
回
）

と
こ
ろ

博
物
館
講
義
室

対
　
象

初
心
者

※『
く
ず
し
字
解
読
辞
典
』（
二
千
二
百
円
）

が
必
要
で
す
。

講
　
師

林
　
千
寿
本
館
学
芸
員

応
募
締
切

六
月
十
三
日
�
必
着

申
込
・
問
合
せ

往
復
ハ
ガ
キ
に
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
辞
典
購
入
希
望

の
有
無
を
明
記
し
、
〒
８
６
６
＝
０
８
６

３
八
代
市
西
松
江
城
町
一
二
―
三
五
「
八

代
市
立
博
物
館
古
文
書
講
座
」
係
�
34
５

５
５
５
へ

と
　
き

六
月
八
日
�
午
後
七
時
〜
（
午
後

六
時
半
開
場
）

と
こ
ろ

千
丁
町
文
化
セ
ン
タ
ー
（
パ
ト
リ

ア
千
丁
）

費
　
用

▼
大
人
＝
二
千
五
百
円
（
当
日
三

千
円
）▼
高
校
生
以
下
＝
千
五
百
円
（
当

日
二
千
円
）
全
席
自
由
。

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

庄
野
学
生
堂
、
成
電
社
、

ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
Ａ
ｇ

※
未
就
学
児
童
の
入
場
は
、お
断
り
し
ま
す
。

問
合
せ

千
丁
町
文
化
セ
ン
タ
ー
�
46
１
８

８
８

と
　
き

六
月
十
九
日
�
午
後
一
時
〜
五
時

と
こ
ろ

八
千
把
公
民
館

費
　
用

無
料

※
事
前
に
、
八
代
市
立
青
少
年
育
成
セ
ン
タ

ー
へ
予
約
く
だ
さ
い
。

口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
い
て
、
総
合
的
に

検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ

行
政
シ
ス
テ
ム
課
�
33
４
１
０
３

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
代
で
は
、
来
春
の
新
規

学
校
卒
業
予
定
者
を
採
用
予
定
ま
た
は
採
用

を
検
討
し
て
い
る
事
業
所
に
対
し
て
「
平
成

十
八
年
三
月
新
規
学
校
卒
業
予
定
者
対
象
求

人
受
理
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
に
つ
い
て
の
事
前
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。
当
日
は
、
採
用
選
考
を
直
接
実
施
す

る
人
事
担
当
者
ま
た
は
事
業
主
が
出
席
く
だ

さ
い
。

と
　
き

六
月
十
六
日
�
午
後
二
時
〜
四
時

（
受
付
は
午
後
一
時
半
）

と
こ
ろ

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

問
合
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
代

�
31
８
６
０
９（
内
線
２
６
）

参
加
者
に
は
、「
歴
史
と
文
化
の
散
歩
道
」

マ
ッ
プ
を
進
呈
し
ま
す
。

と
　
き

七
月
二
日
�
午
後
一
時
半
〜
五
時

と
こ
ろ

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

内
　
容

飯
沼
賢
司
別
府
大
学
教
授
に
よ
る

基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

定
　
員

先
着
五
百
人

参
加
費

無
料

問
合
せ

Ｔ
Ｍ
Ｏ
や
つ
し
ろ（
八
代
商
工
会

議
所
）
�
32
６
１
９
１

ト
マ
ト
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
に
大
き
な
被
害
を

与
え
る「
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
」が
発
生
し
、

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
は
、
シ
ル
バ
ー

リ
ー
フ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
と
い
う
害
虫
に
よ
り
伝

染
す
る
ウ
イ
ル
ス
病
で
す
。
こ
の
害
虫
は
、

体
長
一
〜
二
ミ
リ
と
小
さ
く
、ハ
ネ
は
白
く
、

体
は
淡
黄
色
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
暖

か
く
な
り
活
動
が
活
発
化
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
防
除
す
る
と
同
時
に
、
ナ
ス
、
き
ゅ

う
り
な
ど
の
野
菜
も
害
虫
の
増
殖
源
と
な
る

た
め
、
病
気
に
か
か
っ
た
野
菜
は
放
置
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

★
病
気
の
特
徴

最
初
に
ト
マ
ト
の
新
し
い
葉
の
周
り
が
黄

色
に
変
色
し
、
葉
が
上
に
巻
き
、
節
と
節
の

間
が
詰
ま
り
株
全
体
が
萎
縮
し
た
よ
う
に
な

り
ま
す
。

★
防
除
の
方
法

◆
草
刈
り
を
徹
底
す
る
。

◆
野
菜
や
花
に
少
し
で
も
害
虫
を
み
つ
け

た
ら
指
で
押
し
つ
ぶ
す
か
、
ガ
ム
テ
ー

プ
に
接
着
さ
せ
て
捕
殺
す
る
。

◆
粘
着
シ
ー
ト
を
設
置
す
る
。

◆
登
録
さ
れ
て
い
る
農
薬
の
散
布
を
行

う
。（
登
録
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は

購
入
の
際
に
店
頭
で
お
確
か
め
く
だ
さ

い
）

◆
ト
マ
ト
に
病
気
が
み
ら
れ
た
場
合
に

は
、
株
を
根
元
か
ら
引
き
抜
き
、
土
中

★
太
陽
の
会（
不
登
校
を
考
え
る
親
の
会
）

と
き

毎
月
第
三
水
曜
日
午
後
七
時
〜
九
時

※
六
月
は
、
十
五
日
�
に
開
催
。

と
こ
ろ

八
千
把
公
民
館

対
　
象

不
登
校
の
子
ど
も
に
関
わ
る
親
や

関
係
者

費
　
用

百
円

★
た
ま
ご
の
会（
ひ
き
こ
も
り
自
立
支
援
親

の
会
）

と
き

毎
月
第
三
土
曜
日
午
後
二
時
〜
五
時

※
六
月
は
、
十
八
日
�
に
開
催
。

と
こ
ろ

八
千
把
公
民
館

対
　
象

ひ
き
こ
も
り
の
子
ど
も
を
持
つ
親

や
関
係
者

費
　
用

百
円

申
込
・
問
合
せ

八
代
市
立
青
少
年
育
成
セ

ン
タ
ー（
人
権
啓
発
課
内
）�
32
７
０
５
９

平
成
十
七
年
三
月
三
日
か
ら
開
始
し
ま
し

た
毎
週
木
曜
日
の
窓
口
業
務
の
時
間
延
長
の

試
行
は
、五
月
二
十
六
日
で
終
了
し
ま
し
た
。

六
月
か
ら
の
毎
週
木
曜
日
の
窓
口
業
務
は
、

通
常
ど
お
り
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
と
な
り

ま
す
。
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

今
回
の
試
行
は
、
通
常
の
時
間
帯
に
利
用

で
き
な
い
人
な
ど
の
利
用
状
況
な
ど
を
調
査

し
て
、
今
後
の
窓
口
業
務
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
た
め
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。今
後
は
、

今
回
の
試
行
の
結
果
（
利
用
状
況
や
利
用
者

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
な
ど
）
に
基
づ
き
、
窓

「今を知り　未来へ生かす　国勢調査」１０月１日に国勢調査を実施！

〜
再
発
見
八
代
の
歴
史
と
文
化
〜

中
心
市
街
地
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

事
業
主
説
明
会

平
成
十
八
年
三
月
新
規
学
校
卒
業

予
定
者
対
象
求
人
受
理
説
明
会

ト
マ
ト
新
病
害
対
策
へ
ご
協
力
を
！

家
庭
菜
園
で
ト
マ
ト
を

栽
培
し
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

千
丁
町
文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
文
化
事
業

ウ
ィ
ー
ン
・
セ
レ
ナ
ー
デ
２
０
０
５

開
館
時
間
は
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

博

物

館

平
日
の
開
館
時
間
は
午
後
六
時
ま
で

図

書

館

秘
密
厳
守

い
じ
め
・
不
登
校
・

ひ
き
こ
も
り
出
前
相
談

６月は「土砂災害防止月間」
◆大雨と防災知識◆

◎住宅地域の特徴
・近年は住宅造成などで新たな災害が起こるケース
が多くなっています。急傾斜地や危険地帯にある
住宅では早めの避難が必要です。
・低い土地では浸水に警戒してください。また堤防
より低い土地では、浸水が始まると急激に水位が
上昇します。
◎崖崩れ
・崖の途中から水が噴き出したり、濁ってきたら崖
崩れの前兆です。
・小さな崖崩れは、大規模な崖崩れの前兆です。
・強い雨が止んだ後も数時間以内は崖崩れなどが起
こることがあります。
◎土石流
・土石流の直前には山鳴りが起こることがあります。
・集中豪雨があると、ふだん水が流れていない谷、
小さな沢などで一瞬にして土石流が発生すること
があります。

◆万全の準備◆
○危険な地域では、いつでも避難できるよう態勢を
整えておきましょう。
○非常持ち出し品を準備しておきましょう。
○気象情報にはくれぐれも注意しましょう。停電に
備えて懐中電灯や携帯ラジオの準備をしましょう。

◆避　難◆
○冠水した道路での車の運転は危険です。
○「自分のところは大丈夫」
という考えがもっとも危険
です。市や警察、消防など
の避難勧告や指示には素直
に従いましょう。
○避難する前には、火の元､
ガスの元栓を確かめ、戸締
まりをしておきましょう。
問合せ　八代地域振興局土木部�３３―４１８４

生活安全課�３３―５９００

ご
注
意
く
だ
さ
い

「
窓
口
業
務
の
時
間
延
長
」
試

行
は
終
了
し
ま
し
た

深
く
埋
め
る
か
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
密
封

し
、ひ
な
た
に
一
週
間
程
度
放
置
す
る
。

問
合
せ

農
政
課
�
33
４
１
１
７

八
代
市
自
衛
隊
協
力
会
で
は
、
今
年
度
の

総
会
を
開
催
し
ま
す
。

本
総
会
は
、
八
代
市
自
衛
隊
父
兄
会
と
合

同
で
行
い
ま
す
。

と
　
き

六
月
十
日
�
午
後
三
時
半
〜

と
こ
ろ

八
代
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

※
総
会
終
了
後
、
自
衛
隊
、
関
係
団
体
を
交

え
て
の
懇
親
会
を
開
催
し
ま
す
。詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

八
代
市
自
衛
隊
協
力
会
事
務
局

（
生
活
安
全
課
内
）
�
33
４
１
１
２

会
員
の
皆
さ
ん
へ

八
代
市
自
衛
隊
協
力
会
総
会
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大
人
で
も
、
交
通
死
亡
事
故
の
約
六
割
は

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
れ
ば
助
か
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
子
ど
も
は
手
足
で
踏
ん
張
る
こ
と

が
で
き
ず
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ハ
ン
ド
ル
操
作

で
も
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
シ
ー
ト
か
ら
転
げ

落
ち
た
り
、
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
や
前
の
シ
ー

ト
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
し
て
ケ
ガ
を
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
時
速
四
十
キ
ロ
で
衝
突
し
た

車
の
衝
撃
は
、体
重
十
キ
ロ
の
子
ど
も
に
は
、

お
よ
そ
三
十
倍
、
約
三
百
キ
ロ
の
力
が
加
わ

り
、
大
人
の
力
で
は
と
て
も
支
え
ら
れ
ま
せ

ん
。
つ
ま
り
、
車
中
で
の
「
抱
っ
こ
」
や
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
未
着
用
は
と
て
も
危
険
で

す
。子

ど
も
が
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
嫌
が
る

の
は
最
初
の
一
週
間
で
す
。
大
切
な
子
ど
も

の
命
を
守
る
た
め
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

必
ず
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
出
か
け
る
時
は
交
通
ル
ー
ル
・
交

通
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
交
通
事
故
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
、
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

生
活
安
全
課
�
33
４
１
１
２

八
代
警
察
署
�
33
０
１
１
０

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
不
法
な
無
線
局
に
よ

り
、
警
察
・
消
防
・
防
災
行
政
無
線
な
ど
の

重
要
な
無
線
通
信
に
対
す
る
混
信
・
妨
害
を

は
じ
め
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
受
信
に
障
害

が
発
生
し
ま
す
。

不
法
に
無
線
局
を
開
設
し
た
り
運
用
し
た

り
す
る
と
、電
波
法
違
反
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル（
電
波
法
）を
守
っ
て

ク
リ
ー
ン
な
電
波
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

◆
不
法
無
線
局
、
混
信
・
妨
害

�
０
９
６（
３
６
８
）８
６
５
６

◆
受
信
障
害（
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
）

�
０
９
６（
３
２
６
）７
８
７
３

◆
電
波
利
用
料
　

�
０
９
６（
３
２
６
）７
８
０
５

◆
そ
の
ほ
か
行
政
相
談

�
０
９
６（
３
２
６
）７
８
１
９

六
月
一
日
現
在
で
調
製
す
る
選
挙
人
名
簿

（
年
四
回
の
定
時
登
録
）を
次
の
期
間
縦
覧
で

き
ま
す
。

転
入
し
て
き
た
人
や
満
二
十
歳
に
な
っ
た

人
、
あ
る
い
は
海
外
在
住
者
で
在
外
選
挙
人

証
の
交
付
を
受
け
た
人
は
、
名
簿
に
名
前
が

載
っ
て
い
る
か
確
か
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

登
録
資
格
要
件

日
本
国
民
で
昭
和
六
十
年

六
月
二
日
以
前
に
生
ま
れ
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人

①
八
代
市
に
平
成
十
七
年
三
月
一
日
ま
で
に

住
民
票
の
登
録
を
し
、
引
き
続
き
居
住
し

て
い
る
人

②
海
外
在
住
者
で
、
大
使
館
や
総
領
事
館
へ

在
外
選
挙
人
名
簿
の
登
録
申
請
を
行
い
、

在
外
選
挙
人
証
の
交
付
を
受
け
た
人

縦
覧
期
間

六
月
三
日
�
〜
七
日
�

毎
日
午
前
八
時
半
〜
午
後
五
時

縦
覧
場
所
・
問
合
せ

八
代
市
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局（
八
代
市
役
所
五
階
）

�
32
３
６
６
２

こ
の
季
節
、
野
鳥
は
繁
殖
期
に
入
り
、
夏

ご
ろ
ま
で
盛
ん
に
活
動
し
ま
す
の
で
、
野
鳥

を
勝
手
に
捕
獲
す
る
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

捕
獲
許
可
を
受
け
て
も
、
繁
殖
期
で
な
い

八
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
に
限
定
さ
れ
、
な

お
か
つ
メ
ジ
ロ
、
ホ
オ
ジ
ロ
に
限
り
一
世
帯

に
一
羽
だ
け
捕
獲
で
き
ま
す
。
ま
た
飼
う
た

め
に
は
飼
育
登
録
が
必
要
で
す
。

熊
本
県
で
は
、
五
月
十
日
か
ら
六
月
九
日

ま
で
を
野
鳥
保
護
指
導
取
締
等
強
化
月
間
と

し
、
県
民
の
み
な
さ
ん
に
野
鳥
保
護
の
理
解

を
強
く
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
期
間
中
は
、

野
鳥
の
違
法
捕
獲
や
違
法
飼
養
の
防
止
を
強

化
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ

八
代
地
域
振
興
局
林
務
課
�
33
３

１
１
１（
内
線
２
３
１
３
〜
２
３
１
４
）

社
会
人
権
に
関
す
る
現
状
は
、
同
和
問
題

な
ど
社
会
的
身
分
や
門
地
に
よ
る
不
当
な
差

別
、人
種
、信
条
、性
別
、障
害
の
差
別
な
ど

の
人
権
侵
害
が
今
で
も
あ
り
、
社
会
情
勢
な

ど
の
変
化
に
よ
る
新
た
な
課
題
も
生
じ
て
き

て
い
ま
す
。

平
成
九
年
七
月
に
策
定
さ
れ
た「
人
権
教

育
の
た
め
の
国
連
十
年
」に
関
す
る
国
内
行

動
計
画
で
は
、
普
段
か
ら
「
人
権
と
は
何
か
」

と
い
う
こ
と
を
一
人
ひ
と
り
が
考
え
、
人
権

尊
重
の
意
識
を
高
め
て
い
く
た
め
、
重
点
目

標
を
「
育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人
権
意
識
―

身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
―
」
と
定
め
、
積
極
的
な
啓
発
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
、
法
務
大
臣
委
嘱
の
人
権
擁
護

委
員
が
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
人
権
擁
護
委
員
》（
敬
称
略
）

前
淵
洋
輔（
古
閑
下
町
）

�
35
２
６
５
３
　

澤
本
ジ
ュ
ン
子（
海
士
江
町
）�
33
５
２
５
１
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六
月
一
日
か
ら
十
日
は
電
波
利
用
保
護
旬
間

み
ん
な
で
守
ろ
う
、
電
波
の
ル
ー
ル

六
月
一
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
施
行
日

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

選
挙
管
理
委
員
会

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

わ
た
し
た
ち
の
命
綱
で
す

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
着
用
し
よ
う

六
月
九
日
�
ま
で

熊
本
県
野
鳥
保
護
指
導

取
締
等
強
化
月
間

本
田
京
子（
植
柳
新
町
一
丁
目
）�
35
１
１
１
０

下
村
元
子（
田
中
北
町
）

�
34
２
２
８
０

中
村
正
義（
豊
原
下
町
）

�
34
７
３
３
９

馬
淵
睦
揮（
宮
地
町
）

�
35
６
２
０
７
　

菊
川
保
之（
松
崎
町
）

�
34
７
２
６
１

武
藤
誠
之（
植
柳
元
町
）

�
32
２
５
９
２
　

佐
藤
タ
エ（
日
奈
久
塩
南
町
）�
38
０
６
８
４

長
廣
嘉
代
子（
築
添
町
）

�
35
５
９
９
２
　

問
合
せ

人
権
啓
発
課
　
　
�
32
２
６
５
０

任
期
満
了
に
伴
う
八
代
市
農
業
委
員
会
委

員
一
般
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

告
　
示

七
月
三
日
�

投
　
票

七
月
十
日
�

《
立
候
補
予
定
者
説
明
会
》

と
　
き

六
月
二
十
一
日
�
午
後
一
時
半
〜

と
こ
ろ

八
代
市
役
所
五
階
会
議
室

対
　
象

立
候
補
予
定
者

申
込
み

六
月
二
十
日
�
ま
で
に
、
電
話
で

出
席
者
氏
名（
立
候
補
予
定
者
一
人
に
つ

き
三
人
ま
で
）を
選
挙
管
理
委
員
会
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

�
32
３
６
６
２

最
近
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
職
員
を
名
乗

り
、
電
話
で
新
有
権
者
と
な
っ
た
親
族
の
個

人
情
報
を
問
い
合
わ
せ
る
事
例
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

選
管
職
員
を
名
乗
る
者
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
に
不
審
を
感
じ
た
場
合
に
は
即
答
せ
ず
、

必
ず
相
手
の
氏
名
を
確
認
し
、
面
倒
で
も
一

度
電
話
を
切
り
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

�
32
３
６
６
２

市
で
は
、
皆
さ
ん
に
市
政
に
対
す
る
理
解

と
信
頼
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
市
政
へ
の
参

加
を
促
進
し
、
公
正
で
民
主
的
な
市
政
を
推

進
す
る
た
め
、
情
報
公
開
制
度
を
平
成
十
一

年
十
月
一
日
か
ら
導
入
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
市
民
の
請
求
に
基
づ
き
実

施
機
関
が
保
有
し
て
い
る
公
文
書
の
閲
覧
や

写
し
の
交
付
を
行
う
制
度
で
、
八
代
市
情
報

公
開
条
例
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
公
開
請
求
の
件
数
お
よ
び
処
理
状
況

平
成
十
六
年
度
に
お
け
る
公
文
書
の
公
開

請
求
は
二
件
で
、す
べ
て
部
分
公
開
で
し
た
。

請
求
権
者
以
外
の
人
か
ら
任
意
的
な
公
開

申
出
が
あ
り
、
そ
の
申
出
件
数
お
よ
び
処
理

状
況
は
一
件
で
、
全
部
公
開
で
し
た
。

◆
不
服
申
立
て
の
件
数
お
よ
び
処
理
状
況

平
成
十
六
年
度
に
お
け
る
公
文
書
の
公
開

決
定
な
ど
に
対
す
る
不
服
申
立
て
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

な
お
、
市
で
は
、
公
開
決
定
な
ど
に
対
す

る
不
服
申
立
て
を
受
け
た
場
合
、
学
識
経
験

を
有
す
る
人
で
構
成
す
る
『
八
代
市
情
報
公

開
審
査
会
』
に
諮
問
し
、
答
申
を
得
て
、
こ

れ
を
尊
重
し
て
不
服
申
立
て
に
対
す
る
決
定

を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

文
書
法
規
課
�
33
４
１
０
０

市
で
は
、
市
が
保
有
す
る
皆
さ
ん
に
関
す

る
個
人
情
報
の
一
層
の
保
護
を
図
り
、
公
正

で
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
推
進
す
る
た
め
、
総

合
的
な
個
人
情
報
保
護
制
度
を
平
成
十
五
年

十
月
一
日
か
ら
新
た
に
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り

扱
い
に
つ
い
て
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
、

本
人
の
請
求
に
基
づ
き
市
が
保
有
す
る
自
己

に
関
す
る
個
人
情
報
の
開
示
、
訂
正
、
消
去
、

利
用
等
中
止
な
ど
が
行
え
る
よ
う
に
す
る
制

度
で
、
八
代
市
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ

き
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
開
示
請
求
の
件
数
お
よ
び
処
理
状
況

平
成
十
六
年
度
に
お
け
る
個
人
情
報
の
開

示
請
求
は
二
件
で
、
請
求
さ
れ
た
個
人
情
報

が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
不
開
示
で
し

た
。

◆
訂
正
請
求
、
消
去
請
求
お
よ
び
利
用
等
中

止
請
求
の
件
数
お
よ
び
処
理
状
況

平
成
十
六
年
度
に
お
け
る
個
人
情
報
の
訂

正
請
求
、
消
去
請
求
お
よ
び
利
用
等
中
止
請

求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
不
服
申
立
て
の
件
数
お
よ
び
処
理
状
況

平
成
十
六
年
度
に
お
け
る
個
人
情
報
の
開

示
請
求
、
訂
正
請
求
、
消
去
請
求
お
よ
び
利

用
等
中
止
請
求
に
係
る
決
定
に
対
す
る
不
服

申
立
て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
お
、
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
決
定
に
対
す

る
不
服
申
立
て
を
受
け
た
場
合
、
学
識
経
験

を
有
す
る
人
で
構
成
す
る
『
八
代
市
個
人
情

報
保
護
審
査
会
』に
諮
問
し
、
答
申
を
得
て
、

こ
れ
を
尊
重
し
て
不
服
申
立
て
に
対
す
る
決

定
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

文
書
法
規
課
�
33
４
１
０
０

と
　
き

六
月
二
十
六
日
�
（
午
前
九
時
半

ス
イ
ム
ス
タ
ー
ト
）

と
こ
ろ

熊
本
県
本
渡
海
水
浴
場

交
通
規
制
時
間
　
▼
国
道
３
２
４
号
線
＝
午

前
九
時
半
〜
午
後
一
時
十
分
▼
市
道
＝
午

前
八
時
四
十
分
〜
午
後
一
時
二
十
分

問
合
せ

天
草
国
際
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

事
務
局
�
０
９
６
９（
２
３
）１
１
１
１

平
成
十
六
年
度

情
報
公
開
の
運
用
状
況

投
票
日
は
七
月
十
日
�

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

ご
注
意
下
さ
い

選
挙
管
理
委
員
会
職
員
を
か

た
る
不
審
電
話
に
ご
注
意
を

�
相談：月・火・水曜日

９：３０～１６：３０
熊本県八代教育事務所内
担当：いじめ・不登校アドバイザー　

あなたの心配、相談してみませんか

�
ひとりで悩まずお電話ください

八代市教育委員会内

平
成
十
六
年
度

個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

ご
注
意
く
だ
さ
い

第
二
十
一
回
天
草
国
際
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
大
会
に
伴
う
交
通
規
制

広報やつしろ ２００５.６.１広報やつしろ ２００５.６.１

[お詫び]広報やつしろ５月１５日号表紙で、アユの遡上はできないとありましたが、実際は堰などにある魚道でアユの遡上を見ることができます。
ここにお詫びして訂正します。 自治体初！地域ポータル＆ソーシャルネットワーキングサイト『ごろっとやっちろ』ホームページアドレス www.gorotto.com メールアドレス garappa@gorotto.com
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八
代
都
市
計
画
臨
港
地
区
の
一
部
を
変
更

（
拡
大
）す
る
に
あ
た
り
、
都
市
計
画
の
素

案
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

《
変
更
地
区
》

①
蛇
篭
地
区
　
建
馬
町
壱
号

②
内
港
地
区
　
新
港
町
お
よ
び
港
町
の
各
一
部

《
説
明
会
》

と
　
き

六
月
十
日
�
午
後
七
時
〜
八
時
半

と
こ
ろ

八
代
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

《
素
案
の
閲
覧
》

説
明
会
の
開
催
前
に
次
の
場
所
で
素
案
を

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
　
間

六
月
一
日
�
〜
十
日
�

と
こ
ろ

熊
本
県
都
市
計
画
課
、
八
代
地
域
振
　

興
局
企
画
調
査
課
、
八
代
市
都
市
計
画
課

問
合
せ

熊
本
県
都
市
計
画
課
�
０
９
６

（
３
８
３
）
１
１
１
１
内
線
６
１
７
８
、

八
代
市
都
市
計
画
課
�
33
４
１
１
６

六
十
歳
以
上
の
高
齢
者
が
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
民
間
賃
貸
住
宅
を

供
給
し
、管
理
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

案
内
書
お
よ
び
応
募
用
紙
配
布

六
月
六
日
�

募
集
期
間

六
月
三
日
�
〜
十
五
日
�

受
付
窓
口

熊
本
県
住
宅
課
�
０
９
６（
３

８
３
）１
１
１
１
内
線
６
２
４
５
・
６
２

４
６
、
建
築
課
�
33
４
１
２
２

十
月
一
日
に
平
成
十
七
年
国
勢
調
査
を
行

い
ま
す
。

統
計
法
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
国
勢
調
査

は
、
人
口
や
世
帯
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
統

計
調
査
で
す
。

日
本
に
住
ん
で

い
る
す
べ
て
の
人

が
対
象
と
な
り
、

回
答
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

九
月
下
旬
か
ら

十
月
上
旬
に
か
け

て
、
総
務
大
臣
か
ら
任
命
さ
れ
た
国
勢
調
査

員
が
皆
さ
ん
の
お
宅
へ
、
調
査
票
の
配
布
と

受
け
取
り
に
伺
い
ま
す
。

国
勢
調
査
員
を
は
じ
め
と
す
る
調
査
関
係

者
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
、
調
査
内
容
の
秘

密
は
保
護
さ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査
の
結
果
は
、
少
子
高
齢
社
会
へ

の
取
り
組
み
や
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
に
い

か
さ
れ
ま
す
。

「
数
字
か
ら
　
明
日
の
日
本
を
　
夢
デ
ザ
イ

ン
」

問
合
せ

文
書
法
規
課
�
33
４
１
７
４

と
　
き

六
月
二
十
日
�
午
後
一
時
半
〜
三

時
四
十
五
分

と
こ
ろ

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
熊
本（
熊
本
市
）

内
　
容

均
等
推
進
企
業
表
彰
、
講
演「
女

性
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
・
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

実
現
の
た
め
に
〜
旭
化
成
㈱
に
お
け
る
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
取
組
を
中
心

に
〜（
仮
題
）」講
師
…
田
中
恭
代
氏（
旭
化

成
㈱
人
財
・
労
務
部
Ｅ
Ｏ
推
進
室
室
長
）、

講
演「
熊
本
県
に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の
企

業
経
営
を
考
え
る
〜
男
女
間
の
賃
金
格
差

レ
ポ
ー
ト（
仮
題
）」講
師
…
荒
井
勝
彦
氏

（
熊
本
学
園
大
学
経
済
学
部
教
授
）、
説
明

「
最
近
寄
せ
ら
れ
た
相
談
か
ら
〜
男
女

差
・
セ
ク
ハ
ラ
・
育
児
休
業
〜
」
…
熊
本

労
働
局
雇
用
均
等
室

申
込
・
問
合
せ

熊
本
労
働
局
雇
用
均
等
室

�
０
９
６
（
３
５
２
）
３
８
６
５

対
　
象

市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人
で

概
ね
十
人
以
上
の
集
会
な
ど

費
　
用

無
料
（
た
だ
し
、
会
場
使
用
料
な

ど
は
申
込
者
負
担
）

申
込
用
紙
配
布
所

八
代
市
役
所
、
各
公
民

館
・
出
張
所

申
込
・
問
合
せ

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
郵
送
や
フ
ァ
ク
ス
な
ど
で
〒
８

６
６
＝
８
６
０
１
八
代
市
松
江
城
町
一
│

二
五
　
八
代
市
役
所
企
画
調
整
課
広
報
広

聴
室
�
33
４
１
０
１
�
32
２
６
６
５
へ
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詳
し
く
は
受
付
窓
口
へ

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅

供
給
事
業
者
募
集

広報やつしろ ２００５.６.１

お
知
ら
せ

都
市
計
画
臨
港
地
区
の

変
更
に
関
す
る
説
明
会

平
成
十
七
年
国
勢
調
査

今
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
す

自治体初！地域ポータル＆ソーシャルネットワーキングサイト『ごろっとやっちろ』ホームページアドレス www.gorotto.com メールアドレス garappa@gorotto.com

六
月
は「
男
女
雇
用
機
会
均
等
月
間
」

男
女
雇
用
機
会
均
等
推
進
セ
ミ
ナ
ー

暫定供用施設

備　　考

総トン数が１トンに満
たない場合または総ト
ン数に１トン未満の端
数がある場合、その満
たない総トン数を１ト
ンとして計算する。

区分

普通船舶
の係留

港湾施設

浮桟橋
および
物揚場

単価（円）

４．９０
（税込）

単位

総トン数１
トンあたり
係留１日に
つき

使　用　料

平成３年度から整備を
進めていた日奈久港が、
５月２日からその一部を
供用開始しました。供用
開始した主な施設は、係
留施設150ｍ、船揚場、
臨港道路などです。係船
料は下記のとおりです。
問合せ
土木課�３３－４１２１

南の島のハメハメハ大王など

エルクンバロチェロ／グレンミラー作品など

スワニー河・ケンタッキーの我が家など

愛の讃歌・上海帰りのリルなど

�
�
�
�
�
�

�

林隆三

佐々木襄

石塚真美

千葉雄司

村上明

千葉慶子

八代少年少女合唱団

八代白百合学園高校吹奏楽部

各
種
研
修
会
な
ど
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座

[お詫び]広報やつしろ５月１５日号１３ページの行政相談委員名で「川浪貴美」さんとありましたが正しくは「川浪貴美子」さんでした。
ここにお詫びして訂正します。 問合せ：生活安全課�３３－４１１２


